
 

末崎の風土散策 （５９）
～大工棟梁「古沢幸作」について～

幸作は親方、そして棟梁として２５～２６歳頃には１０人程の弟

子達を連れ、遠方まで広く働いており手掛けた数は多く、優れた建

造物を残している。その中から気仙内の２例を挙げると、閑董院宥

健尊師堂（陸前高田市指定有形文化財）矢作町字馬越にある閑董院

棟は元和６年（1620)この地方に猛威を振るった悪疫を滅亡させた宥
健法印の功徳をたたえて、明治２３年(1890)に尊師堂を建て祀った
もので、その建築時の棟札が残されている。

棟札 大工棟梁 末崎村 古沢幸作
脇棟梁 氷上村 金野亀次郎

小友村 菅野善右エ門
木 挽 矢作村 小林鶴松
彫 刻 山形県東村山郡河北町 高山専蔵

この閑董院棟は古沢幸作が棟梁で建築したもので、地元産の欅材
をふんだんに使い、気仙大工の技を集結した最高傑作である。向拝
は唐破風造りで、龍、鳳凰、花鳥等の彫刻と細やかな組み物で満た
されており、拝殿は方３間(6.72 × 7.3)で高さは 12.5m、拝殿を廻る
縁には擬宝珠勾欄を取り付け、隅は切目縁である。頭貫の木鼻は総
べて唐獅子の彫り物で飾り、尾垂木の入る三手先組み物の開きを埋
めるように鳥、樹木、波紋、雲紋の彫刻が整然と施されている。そ
して、火灯窓をもった渡り廊下の先に奥の院があり、高さ約 1.4mの
基檀の上に特徴的な六角堂が建っているが、これら拝殿の奥の院は
｢気仙大工｣古沢幸作棟梁や弟子達の技が見事に表現された建物とし
て平成６年市の有形文化財に指定されている。
宮城県宮城町の定義西方寺や気仙沼市の補陀寺六角堂は古沢幸作

棟梁が作った矢作の閑董院棟の六角堂が原型と云われている。
浄願寺 盛町字町に白壁に囲まれている浄願寺は寛永１１年

(1634)３月茨城県浄土宗常福寺の弟子源蓮社貞誉歴道上人によって
開山されたが、文久３年(1863)８月火災により、寺宝等を焼失した。
現在の本堂建築は明治１３年(1880)に願与上人が罹災跡に建立し

たもので、建物の随所に見事な彫刻が施され棟梁古沢幸作の卓越し
た技を今に伝えている。 棟札 明治１３辰年６月

１７世蓮社願与上人円蓮
敬白

末崎村大工棟梁
古沢幸作

田茂山村脇棟梁
今野市松

最上国谷地彫師
高山作造

勝木田村本山棟梁
熊谷丈之助

赤崎村脇山棟梁
大畑重次郎 （聖）
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デジタル公民館まっさき HP http://www.massaki.jp/ デジタル公民館まっさき FB https://www.facebook.com/digitalmassak/

第２７０号

平成２９年５月２２日

大船渡市立

末崎地区公民館
電話（F兼）29-2955津 波 な ん か に

負 け な い ！


